
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,920 単位時間 256 単位時間 2,240 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

120 人 110 人 人 0 % 7 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 2

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 448

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

448

うち必修授業時数 448

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

デザイン事務所/イベント会社/印刷会社など

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.kdg.ac.jp/course/graphicdesign/

79
■進学者数 1
■その他

フリーランスでのアーティスト活動

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,496

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

2

（令和5年度卒業生）

44
■地元就職者数 (F) 24
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　 79

55

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 56
■就職希望者数 (D)　　　　　： 55
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
世の中にある様々なデザイン、広告やパッケージ、雑貨など人々の心を動かすグラフィックデザインを平面から立体まで、アーティストとしての資質も磨き、あらゆる角度か
ら学ぶことを目的としています。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
技術とともにデザイナーとしての考え方を身につけます。業界屈指のデザイナーから学べる機会があります。(昨年度中退率：6.5%)

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養専門課程 グラフィックデザイン学科 平成16(2004)年度 - 平成28(2016)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和6年10月31日

812-0011

092-474-9234
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人２１世紀アカデメイア 昭和42年1月12日 田坂　広志 東京都千代田区神田駿河台2丁目11番地
101-0062

092-474-9234

専門学校福岡デザイナー・ア
カデミー

昭和58年3月29日 北代　雅典 福岡市博多区博多駅前３丁目８-24

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養



種別

－

－

－

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

大音　晃司 NPO heyho 代表
令和5年4月1日〜
令和7年3月31日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（3月、9月）

（開催日時（実績））
第１回　令和5年9月20日　13：00～16：00
第２回　令和6年3月25日　13：00～16：00

 二田　健太郎 NITAKEN 代表
令和5年4月1日〜
令和7年3月31日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業等と定期的に会議等を通じて意見交換を行い、編成・改善を行う。協議内容は、授業教科目の名称や授業内容・方法
の改善・工夫をはじめ、演劇業界の動向をふまえ、働く為に必要とされる科目設定・授業内容等とし、授業方法は演習型授
業（知識・技術）を主体に行う

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

学校教育法第133条、並びに学校教育法施行規則189条、及び学校法人２１世紀アカデメイア理事会の決議に基づき、教育
課程編成委員会を置く。この委員会は、教育の質の保証及び改善をするため、専門学校福岡デザイナー・アカデミーの教
育活動の状況に関する評価を行い教育活動の更なる躍進の為活動をするものである。
教育課程編成委員会で出された意見を基に、専任教員で行う学務会議で其々の意見を審議し、即時対応できるものは学
科長がカリキュラムやスケジュールに落とし込む。
校長及び学科担当者で、学科間の調整を図り、各学期の始めに行われる講師会及び各学科の分科会で、学校・学科の方

 向性を示し、授業に反映させていく。問題が生じた場合は随時対応し、より良いものに変更を加えていく。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

大山　奨悟
専門学校九州デザイナー学院
グラフィックデザイン学科長

令和5年4月1日〜
令和7年3月31日

令和5年10月1日現在

西村　つかさ 専門学校九州デザイナー学院　事務長
令和5年4月1日〜
令和7年3月31日

名　前 所　　　属 任期

藤　弥生 専門学校九州デザイナー学院　学校長
令和5年4月1日〜
令和7年3月31日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

質問：Webデザインなどオンライン上での広告展開が求められているが、そこに対して強化策を取っているのか。
回答：Webサイトを作るための知識としてHTMLやCSSなどの基礎的な授業と共に、オンライン上で広告効果をより強化する
ための立体的な授業（バナー広告・ECサイト・ライティングページ）を行なっている。
質問：コロナ禍を経験した学生は、本校入学以前に学祭等の各種イベントを経験していなかったり、人とのコミュニケーショ
ンが苦手な学生は増えているように思えるが、現状はどうでしょうか。
回答：多少はいると思えるが、グラフィック関連はクライアントとの打ち合わせや社内ミーティングなど人との接点が多いこと
から、授業内では積極的にグループワークを実施している。
質問：面白い企画、SNSとの連携など広義な意味でのプランニング力をどのように指導されているのか。
回答：企業から求められる企画力の強化については、時代や環境に対応できる思考力を鍛えることと捉え、考える授業、企
画系の授業増を進めている。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

2024年2月1日 対象： 学生・教員

株式会社モリサワの担当者によるフォントについてとポートフォリオについてのセミナー

②指導力の修得・向上のための研修等

ハラスメントの基礎知識、人権観点での入学検討者への問いかけ

コミュニケーション研修 連携企業等：  株式会社ひとつ道

2024年8月1日 対象： 教職員

他者の価値観を認める　自身のコミュニケーションの在り方を再考する　組織力強化

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

教育の質を客観的に保証するために、経済•産業界•放送業界の動向•人材需要に即し、最新の実務の知識•経験に基づく実
践的な　　知識•技術を教授すべく適切に教員に対する研修等を、教職員研修規定により行なう。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

JAAAクリエーター・オブ・ザ・イヤー受賞者によるセミナー

モリサワ講演会 連携企業等： 株式会社モリサワ

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教育の質を客観的に保証するために、経済•産業界•放送業界の動向•人材需要に即し、最新の実務の知識•経験に基づく実
践的な　　知識•技術を教授すべく適切に教員に対する研修等を、教職員研修規定により行なう。

JAAAクリエイティブ研究会（セミナー） 連携企業等： 一般社団法人 日本広告業協会

2023年11月1日 対象： 学生・教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

企業が求める技術レベルや人材を育てるため、実践学習を通し、企業の方から学生への指導に必要な課題内容の検討、
必要な資格などの意見交換を行い、カリキュラムへ取り入れる。

企業研修Ⅱ  博多区役所日乃出水道機器 株式会社

 タカハ機工 株式会社明和電機

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

授業方法は職業実戦的な演習型授業（実験・実習・実技）を主体的に行う。特に、産業界や職業人が求められる知識・技能
や最新の実務を反映した教育を行うため、企業が学習活動に関わり、相互理解が深められる学習機会（企業実習、企業参
加の学内実習活動等）を設定する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等からの講師
が一部の授業のみを担当

２．【校内】企業等からの講師
が一部の授業のみを担当

授業内で学んだ知識や技術を生かして、企業
の求める人材となるため実践を行う。

授業内で学んだ知識や技術を生かして、企業
の求める人材となるため実践を行う。

人権・同和研修 連携企業等： 福岡県・学事課、専修学校協会

2024年2月1日 対象： 教職員

企業研修Ⅰ

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

在留資格研修「出入国管理行政について」その他

JAAAクリエイティブ研究会（セミナー） 連携企業等： 一般社団法人 日本広告業協会

2024年　11月　予定 対象： 学生・教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

JAAAクリエーター・オブ・ザ・イヤー受賞者によるセミナー

留学生担当職員研修会 連携企業等： 福岡県・学事課、専修学校協会

2024年10月18日 対象： 教員



種別

業界団体

卒業生

卒業生

自治会長

学校長が必要
と認めた者

学校長が必要
と認めた者

卒業生

学校長が必要
と認めた者

会計士

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.kdg.ac.jp/information.html
公表時期： 2024年10月31日

オリエンタルホテル福岡
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

福島　眞祐 福岡市博多区博多駅前3丁目2区自治会
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

藤　厚久 福岡県博多女子高等学校
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

庄部　兼司 株式会社Too 福岡支店
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

田中　誠二

小川　倫恵子 アミ・シュプール
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

溝江　多佳子

平田　章裕 福岡県洋菓子協会
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

荻田　英二 (株）荻田商業建築デザイン事務所
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

（６）教育環境 教育上または安全の十分な施設・設備の整備
（７）学生の受入れ募集 高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取り組み
（８）財務 目的・目標に照らした有効かつ妥当な中期計画的な年度予算

（３）教育活動 キャリア教育の視点に立った教育方法などの実施
（４）学修成果 キャリア形成の効果を把握し学校の教育活動の改善
（５）学生支援 卒業後の進路に関する体制の整備

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 目的等に沿った運営方針の策定

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

自己評価の評価結果について、卒業生、企業等の関係団体、地域住民などの専門学校と密接に関係するものと理解促進
や連携教育により学校運営の改善を図る。限られた時間を有効に活用するために、重点課題などを取り上げ審議を行って
いく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況

自己評価と関係者評価の評価差異がどこにあるのか、異なる点を吟味することで、問題点を抽出する。当然、関係者評価
が厳しい場合は、本校が行なっていることが伝わっていないか、評価されていない点だと真摯に受け止め、改善・改良を加
えていくことに尽きる。今年度は半導体不足に於けるPC等の機材導入状況や、大雨災害が頻発する中、有事の際の学校
の備えなど、世情で問題視されている点に対し確認がなされたが、学校側の前向きな対応に安堵されていた。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令と設置基準等の遵守と適正な運営
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献のための学校の教育資源や施設を活用
（１１）国際交流

株式会社イクティス
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

後藤　大輔 税理士法人アーク・パートナーズ
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）

吉塚　正希 株式会社映像ボックス
令和5年9月1日～
令和7年8月31日（２年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL：  https://www.kdg.ac.jp/information.html
公表時期： 令和6年10月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 事業報告書
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校・学科の行事（イベント）の取組とその評価結果
（６）学生の生活支援 就職に関する体制、卒業生への支援体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取扱い

（２）各学科等の教育 カリキュラム、卒業者数、卒業後の進路
（３）教職員 各教員の担当科目、校務分掌組織等、教職員の研修・研究活動
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取組状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

URL:  https://www.kdg.ac.jp/information.html
 公表時期：令和6年10月31日

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の教育・人材教養の目標・教育活動計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 色彩

デザイン分野での実践に役立つための、色彩に関する
基本的な知識を修得する。
色彩の基本をベースに、応用として各自の感性を表現
する。

1・前 32 2 ○ ○ ○

2 ○ キャリア開発

働くことの意義について理解させることで就職について
意識をもたせる。履歴書の作成。インターンシップの意
義を理解して積極的参加をすることで就職活動につい
て意識の高揚を図る。コミュニケ―ション力の向上と就
職活動を理解する。内定を勝ち取るため対策。社会人
として必要なマナー習得。

1・通
2・前

96 6 ○ ○ ○

3 ○
デザイン研究・
制作Ⅰ

ビジュアル物制作における基礎となる技術取得を目指
す。媒体を意識したデザインの習得とポートフォリオ制
作を行う。

1・通 128 8 ○ ○ ○

4 ○
アドバタイジング
Ⅰ

外部との協同企画の体験を通して、デザインの仕事や
本質を学ぶことを目的とする。限られたスジュールの中
でクライアントの要望に応えるための訓練を行い、スケ
ジュールを意識した課題制作に取り組む。ポートフォリ
オの強化。

1・通 128 8 ○ ○ ○

5 ○ デジタルナレッジ
デザイン、メディア、歴史についての講義及び制作を行
う。 1・通 128 8 ○ ○ ○

6 ○ DTP基礎
ポートフォリオ制作制作に向けて、デザインソフトの基
本操作を身につける(Adobe Illustrator、Photoshopの
習得)。

1・通 128 8 ○ ○ ○

7 ○
コミュニケーショ
ンスケッチ

イメージ、アイディアを第三者に伝えるための技術の一
つスケッチの基礎を身につける。 1・通 128 8 ○ ○ ○

8 ○
フォトディレクショ
ン

撮影を通して被写体の捉え方やカメラの操作方法を身
につける。 1・前 64 4 ○ ○ ○

9 ○ デッサン 様々なデッサンを行う。 1・後 64 4 ○ ○ ○

10 ○
グラフィックキャ
リア開発

到達目標に合わせた就職活動の指導として、企業研
究やポートフォリオ制作、学生面談を行う。デザインの
歴史について学ぶ。

1・後
2・前

64 4 ○ ○ ○

11 ○
キャリア
ステップアップ

キャリアアップで理解した内容について実践を通し、自
らの作品に対するプレゼン力を磨く。 1・通 64 4 ○ ○ ○
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12 ○ スキルアップⅠ
基礎技術に於ける不明瞭な点を理解するためにグラ
フィックデザインの全体を確認する。 1・前 32 2 ○ ○ ○

13 ○ キャリアアップ
就職活動をするためのポートフォリオなど、作品の見せ
方など参考資料を元に、プレゼンテーション能力を高め
ていく。

1・後 32 2 ○ ○ ○

14 ○ スキルアップⅡ
基礎から応用に展開する上で、必要となるグラフィック
デザインの技術を理論的に理解していく。 2・前 32 2 ○ ○ ○

15 ○ 特別補講
２年前期履修カリキュラムの復習・サポート授業実施。
業界就職・修飾後のサポートオンライン留学の実施か
ら個々の視野を広げる社会人教育。

2・後 32 2 ○ ○ ○

16 ○
制作スキルアッ
プ

作品制作を通して、ポートフォリオの完成を図る。就業
先を見据え、業務に対する捉え方を考えていく。 2・通 64 4 ○ ○ ○

17 ○
アドバタイジング
Ⅱ

外部との協同企画としてイベントポスターの作成を行
う。ポートフォリオの充実化とクオリティを更にあげてい
く。就職のその先となる各自のビジョンに合わせた課題
制作とプレゼンテーションを行う。

2・通 128 8 ○ ○ ○

18 ○
デザイン研究・
制作Ⅱ

外部との協同企画としてイベントポスターの作成を行
う。就職イベント出展に向けた作品制作、準備。卒業後
につながっていくテーマを考え、制作、プレゼンテーショ
ンを行う。

2・通 128 8 ○ ○ ○

19 ○ 制作実践

媒体の特性を踏まえたデザイン力とWebデザインの重
要性や効果的な演出方法について学ぶ。媒体の特性
を踏まえたデザイン力とWebデザインの重要性や効果
的な演出方法について学ぶ。Adobe Animateの習得。

2・通 128 8 ○ ○ ○

20 ○ プランニング
企画、計画、プレゼンテーションを通して、企画力と提
案力を身につける。 2・通 128 8 ○ ○ ○

21 ○
アートディレク
ション

発想力(視点・アイディア・デザイン)とディレクション能
力を身につける。 2・通 128 8 ○ ○ ○

22 ○ WEBデザイン

各自、ポートフォリオサイト作成を目指して、WEB作成
のスキルを身につける。発想力(視点・アイディア・デザ
イン)とディレク
ション能力を身につける。

2・通 128 8 ○ ○ ○

23 ○
エディトリアル
デザイン

インデザインの基礎を学びつつ、エディトリアルデザイ
ンを学ぶ。 2・後 64 4 ○ ○ ○

24 ○ 企業研修Ⅰ
授業内で学んだ知識・技術を生かし、企業の求める人
材となるため、実践を行う。 2・前 256 16 ○ ○ ○ ○

25 ○ 企業研修Ⅱ
授業内で学んだ知識・技術を生かし、企業の求める人
材となるため、実践を行う。 2・後 192 12 ○ ○ ○ ○

26 ○ 短期留学 ○

26

期
週

１学年の学期区分
１学期の授業期間

卒業要件及び履修方法 授業期間等
2

16
卒業要件：  卒業規程単位の取得等の合格条件を満たすこと。
履修方法： 各学期毎に行う試験、演習の成果、履修状況等を総合的に勘案して行う。

合計 科目 156 単位（単位時間）


